
スタジオコースの作品から

2013 

学部の 4回生は毎年「スタジオコース」と呼ばれる設計演習課題に取り

組むことになる。それぞれの担当教員が独自のテーマを設定し、学生は

そのテーマに応じて、自らの望むコースを自由に選択するといった、い

わば卒業設計の前哨戦だ。その中から、 2013年度は 2コース 3名の作

品をここに紹介する。

と接続する 佐々木良介

都市と建築には、それぞれに光と閻を内包した歴史がある。われわれがこれから

新たに構想する建築物は、そうした歴史にどのように対峙し、継承してゆくこと

ができるだろうか。本課題では時代の奔流を生き抜こうとしている都市ミュンヘ

ンの文化的地区の美術館計画の課題を通して、このことを11¥lうてみたい。

都市と 春樹

21世紀を迎えて、大憤生産、大愴消費を拮調としたデザインが行き詰まり、環境

や社会の制約条件などを考慮して、幅広い要求を質的に満足するデザインヘの転

換が求められている。そこでは、デザインを「人間と環境との関係に変化をもた

らす」営みとして理解し、個々の人工物のデザインにとどまらず、人工物相互の

関係や人工物と環境・人廿りとの関係に配慮することにより、盟かな環境・ネ士会シ

ステムをデザインすることが求められているc 都市の中の建築は、他の人工物や

人間］・環境とのネットワークを形成する結節点として存在する。このスタジオでは、

「都市と建築」のダイナミックな関係に焦点を結び、京都という都市をフィールド

として、ミクロな建築レベルの環境のデザインを通して、マクロな都市レベルの

環境をデザインする可能性を探求する。具体的には、歴史都市・京都の都市空間

に「魅力的な場所と風景を創発する新しいタイプの建築（の集合）」を提案する。



North-east elevation 

Longitudinal section 

Plan G.L. + 12500 

たゆたう建築
Fioating Architecture 

ミュンヘン現代美術館計画案
Plan fo「 Museum of Comtemporary Art Munchen 
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Endless Column : Constatin Brancus1 

Thirty Below : . Nancy Holt 

Line : ・Richard Long 

5
 



建築や都市には、それぞれに光と間を内包した

雁史がある。そうした歴史にどのように対峙し、

継承してゆけるだろうか。

都diミュンヘンにはそれぞれのオブジェクト、

エビソードが散りばめられている。

その折衷主義的な都市は開かれた都市であり、

いかなる刺激にも順応する受容力をもっ，

ーカ、 20世紀の都市は有害と目される

文化lこの幻想の徹底的な排斥がじ題であったc

2世紀近く経った今、

ミュンヘン都市は、その折衷じ義性ゆえに

自らの都市の力を失おうとしているのではないだろうか。

美術作品は様々な時代や文化背景を有し、

その時の人間が考えたことが表現されている。

そこに表現されていることは時代や文化を超え、

人類共通の財産である。

美術館は単に物を収集、保存しているのではなく、

過去、現在、未来という大きな時間を繋ぐ

3つの美術館を同じ街区に収めることで、

その 3項はミュンヘン都市から孤立する。

l'irll!kothek <ler Fot<, Alte l'inakothek Neue l'inakothek 

this project built: 1836 built: 1953 

万物の流通を決定する動線

という概念は H)世紀的な哩念であるが、

目山経済を促進し、有機的な全体性を象徴する

都市的な器官であることは今もさして変わらない。

乖直と水平の連続。

その―・.項対立を縦断する動線は唯一人間のための

ものであり、それゆえに有機性を体得する。

『垂直水平システムの空間が孤立をもたらすのに

対し、斜めの建築は交流をもたらす。』

とクロード・パランが彼の著情で述べている。

逆を与えると、自由経済以前の建築では

交流ではなく、孤立が主題としてあったのであろう。

史 書 か ら 乖 離 し た 物 語

包囲し関係性を強化することを主題とする。
囲うということは物語を構築することである。

その物語は史書の流れに沿うことなく独自の生成過程を有する。

Perspective : Staircase (02) 
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Pinakothck der foto 

Concept 

表現の自由と権利のシンボルであると同時に、

権力と金の象徴でもある写真は発明以米

論争の的や裁判沙汰になることが多く、

怖）j恨閃が度々ぶつかり合ってきた。

写真が発明された当時から現代に充るまで

間題となった数多くの写真を展示し、社会や文化が

その時代時代のイメージにどのよう

投げ掛けていたかを理解しようとするものである',

l. Sitcplan 

L -2. Roofplan 

L -:i. East Elevation 

Section X・X' 

R -!. South Elevation 

H -2. Section Y-Y' 

R -3. Voidplan GL+l500 

Voidplan GL+28000 

Voidplan GL+32000 

Voidplan GL+:"15000 

0 l. Entrance 

Q I/ 18000 

0 l / 4800 

I/ 4800 

l / 900 

l / 1200 

I/ 1200 

0 Ii 3000 

07. Lookout stat10n 

02. Staircase 08. Service entrance 

03. Hall 09. Unpacking room 

04. Exhibition room 10. Storage room 

05. Acceptance desk 11. Office 

OG. :'¥luseum shop 12. Machine room 
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過去を現在、未来から断絶させることを主題とする。

過去は現在とともに点在し、未来は現在から連続して存在している。

点在する過去を展示するための美術館。

ー A 

Perspective : Exhibition room (04) 
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七条～九条の鴨川西畔は、

現在の京都駅ビルとなってからはデパー

まだまだ京都駅周辺エリアは文化的なエリアとして成熟している

京都駅西側の梅小路公園と対となる文化の発信地を、

崇仁同和地区

都市開発が進められない理由の一つが、被差別部落「崇仁」の存在である。

昭和 35年より始まった住宅改良法による京都市の住宅改良事業

（地区内の土地・家屋を周辺の一般地区より安い価格で買収し、

それを取り壊し更地として中層の改良住宅を建てるというもの）が原因で、

地区内では家屋や店舗の新築はもちろん増改築も一切まかりならない。
建物は減り、空き地だけが増え、商店は客が遠のき寂れる一方である。

proposal 
京都駅周辺エリアは、前衛芸術の器としては最適な場所なのではないか。

SOHOは地価が上昇し、
ことで
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